
文芸時評
――「ナップ」第三回大会にふれて――
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一
九
三
一
年
五
月
は
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
歴
史
に
と
っ
て
、
一
つ
の
記
念
す
べ
き
月

だ
っ
た
。

　
中
旬
に
、
労
農
芸
術
家
連
盟
（
機
関
誌
『
文
芸
戦
線
』
）
が
第
三
次
の
分
裂
を
行
っ
た
。
脱
退
し
た
細

田
源
吉
以
下
十
一
名
は
す
ぐ
前
線
作
家
同
盟
を
組
織
し
た
。

　
だ
が
数
日
の
う
ち
に
組
織
の
名
称
を
第
二
「
文
戦
」
打
倒
同
盟
と
変
え
た
。
彼
ら
は
、
日
本
の
階
級
闘

争
の
現
実
と
ハ
リ
コ
フ
会
議
で
行
わ
れ
た
国
際
的
批
判
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
文
戦
派
」
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
化
が
、
ど
ん
な
階
級
的
裏
切
り
で
あ
る
か
、
自
己
瞞
着
し
き
れ
な
く
な
っ
て
来
た
。
「
ナ
ッ
プ
」
の

守
っ
て
来
た
線
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
認
め
た
以
上
、
別
に
、
前
線
作
家
同
盟
と
い
う
も
の
を
作
る
べ
き

で
は
な
い
。

　
ま
ず
、
「
文
戦
」
を
脱
退
し
て
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
に
参
加
し
た
黒
島
伝
治
そ
の
他
は
第
一

回
の
「
文
戦
」
打
倒
同
盟
に
よ
っ
て
、
猛
烈
な
自
己
清
掃
を
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
新
し
い
踏
み
出
し
で
日

本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
に
加
盟
し
た
。

　
今
度
の
場
合
も
同
じ
だ
。
彼
ら
が
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
に
合
流
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
、

「
文
戦
」
の
幹
部
と
階
級
的
闘
争
を
行
っ
た
か
ら
に
は
、
は
っ
き
り
第
二
「
文
戦
」
打
倒
同
盟
と
し
て
自
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身
を
組
織
し
、
自
己
批
判
す
べ
き
だ
と
決
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
次
の
分
裂
で
、
「
文
戦
」
に
は
前
田
河
広
一
郎
、
青
野
季
吉
、
金
子
洋
文
そ
の
他
が
残
っ
た
。

　
一
九
二
九
年
か
ら
世
界
経
済
恐
慌
に
つ
れ
て
高
揚
し
て
来
た
日
本
の
階
級
闘
争
の
現
実
に
向
っ
て
、

「
文
戦
」
の
右
翼
民
主
主
義
偏
向
は
ご
ま
か
し
き
れ
な
く
な
っ
て
来
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
農
民
大
衆
の

力
に
押
さ
れ
て
「
文
戦
」
の
内
部
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
立
が
起
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
「
文
戦
」
は
こ
れ
ま
で
、
親
分
子
分
風
な
封
建
的
内
部
組
織
で
や
っ
て
来
て
い
る
。
つ
ま

り
、
親
分
＝
大
幹
部
が
、
絶
対
独
裁
で
あ
る
。
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
自
己
批
判
し
、
過
去
の
誤
り
を
清
算

し
、
新
し
く
正
し
い
階
級
的
立
場
に
立
っ
て
、
芸
術
活
動
を
つ
づ
け
て
行
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
っ
て
、

団
体
内
の
容
赦
な
い
互
の
討
論
、
決
議
で
前
進
し
て
行
く
し
か
な
い
。
し
か
も
、
「
文
戦
」
の
内
部
組
織

は
、
い
わ
ゆ
る
下
か
ら
の
意
見
を
通
し
客
観
的
な
正
し
い
規
準
で
論
争
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
有
様
で
あ

っ
た
。
ま
ず
、
正
し
い
道
へ
階
級
的
立
場
を
お
き
直
し
、
芸
術
活
動
を
始
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
第
一
歩

と
し
て
団
体
の
内
部
組
織
そ
の
も
の
の
封
建
性
を
破
壊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
が
す
で
に

「
文
戦
」
に
と
っ
て
一
つ
の
革
命
的
闘
争
で
あ
る
。

「
文
戦
」
内
の
理
論
的
対
立
は
、
こ
の
点
で
も
幹
部
の
自
己
批
判
の
欠
如
を
示
し
た
。
頭
と
尻
尾
に
二
つ

頭
を
も
っ
た
蛇
で
は
、
ど
っ
ち
へ
動
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
腐
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
度
の
左
翼
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十
一
名
の
脱
退
と
な
っ
た
。

　
一
九
二
七
年
の
末
、
労
農
芸
術
連
盟
か
ら
「
前
衛
」
が
分
裂
し
、
の
ち
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
」
と
合

体
し
て
全
日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
（
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｆ
）
を
結
成
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
三
年
余
だ
。
自
然
発
生
的
に
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
先
行
的
任
務
を
負
っ
た
「
文

戦
」
の
作
家
た
ち
は
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
、
未
組
織
な
個
人
的
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
政
治
的
行
動
理

論
の
不
決
定
さ
で
右
や
左
へ
揺
れ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
あ
る
水
準
に
達
し
た
技
術
で
、
黎
明
期
の
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
活
動
に
重
大
な
役
割
を
は
た
し
た
。

「
ナ
ッ
プ
」
の
作
家
た
ち
は
、
そ
の
頃
ま
だ
技
術
的
に
は
若
か
っ
た
。
階
級
闘
争
の
一
翼
と
し
て
の
芸
術

活
動
の
正
当
な
任
務
を
理
解
す
る
た
め
に
絶
え
ず
自
己
批
判
し
、
ま
た
「
文
戦
」
と
論
争
を
く
り
か
え
し

た
。

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
農
民
大
衆
は
一
年
一
年
と
、
闘
争
の
実
力
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
に
対
す
る
階
級
的
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
文
化
水
準
を
高
め
て
き
た
。
「
ナ
ッ
プ
」
の
作
家
も
そ
れ
に
つ
れ
て
や
っ
ぱ
り
、
一
年
一

年
と
育
っ
た
。
技
術
的
に
、
理
論
的
に
、
作
品
行
動
の
実
践
で
育
っ
た
。
そ
し
て
、
今
日
ほ
ん
と
の
意
味

で
革
命
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
は
、
「
ナ
ッ
プ
」
と
「
ナ
ッ
プ
」
を
支
持
す
る
大
衆
の
中
か
ら
現
れ
つ

つ
あ
る
。
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ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
機
構
の
全
般
的
行
き
づ
ま
り
に
つ
れ
て
、
衰
弱
し
、
へ
ば
っ

て
、
だ
ん
だ
ん
反
動
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
も
う
誰
の
目
に
も
は
っ
き
り
映
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
こ
そ
新
興
す
る
階
級
の
芸
術
だ
と
い
う
の
は
、
こ
れ
も
わ
か
り
き
っ
た
事
実
と
し

て
わ
れ
わ
れ
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
る
と
き
読
者
は
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
は
し
な
か
っ
た
か
？

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
い
っ
た
っ
て
、
「
文
芸
戦
線
」
も
あ
れ
ば
「
ナ
ッ
プ
」
も
あ
る
。
一
方
は
、
片

方
が
正
し
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
闘
争
の
道
か
ら
脱
れ
て
る
と
い
う
。
だ
が
、
反
対
に
そ
の
一
方
の
い
い
分

を
き
い
て
見
ろ
、
こ
ん
ど
は
、
正
し
い
は
ず
だ
っ
た
方
が
、
ち
り
骨
灰
だ
！
　
一
体
、
じ
ゃ
ど
っ
ち
が
正

し
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
創
造
に
向
っ
て
い
る
の
だ
？
　
「
客
観
的
事
実
」
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
に
見
せ

て
く
れ
、
と
。
　
　

　
読
者
よ
。

　
今
こ
そ
、
そ
の
時
が
来
た
。
「
ナ
ッ
プ
」
と
「
文
戦
」
と
は
、
社
会
主
義
社
会
招
来
の
た
め
に
闘
う
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
・
農
民
大
衆
の
文
化
的
要
求
と
目
的
と
に
よ
っ
て
、
厳
し
く
ふ
る
い
わ
け
ら
れ
た
。

　
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
を
の
ぞ
く
世
界
じ
ゅ
う
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
は
、
め
い
め
い
本
国
、
植
民
地
の
職
場

で
、
賃
銀
引
下
げ
、
労
働
強
化
に
反
対
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
し
、
ダ
ラ
幹
征
伐
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
い
る
。
そ
れ
だ
の
に
、
そ
の
小
説
で
職
場
の
革
命
的
反
対
派
を
描
か
な
い
よ
う
な
ダ
ラ
幹
派
プ
ロ
レ
タ
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リ
ア
文
学
を
、
彼
ら
は
ど
う
し
て
自
分
た
ち
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
認
め
ら
れ
る
か
。

「
文
戦
」
の
最
後
的
分
裂
を
報
告
し
た
の
ち
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
は
「
こ
の
分
裂
の
結
果
、
左
翼
文
学
の

指
導
権
は
完
全
に
最
左
翼
た
る
ナ
ッ
プ
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
訳
だ
」
と
書
い
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
だ
が
、
次
の
よ
う
に
い
い
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
二
九
年
来
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
解

放
運
動
に
お
け
る
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
役
割
、
実
力
、
指
導
権
が
、
ひ
ど
い
白
色
テ
ロ
に
抗
し

て
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
革
命
的
大
衆
に
よ
っ
て
、
「
ナ
ッ
プ
」
は
実
践
に
よ
っ
て
唯
一
の
彼
ら
の

階
級
的
芸
術
団
体
と
認
め
ら
れ
た
の
だ
、
と
。

　
こ
れ
は
、
五
ヵ
年
計
画
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
文
学
運
動
が
、
ど
ん
な
変
り
か
た
を

し
た
か
、
そ
れ
を
見
て
も
よ
く
わ
か
る
。

　
一
九
二
九
年
に
五
ヵ
年
計
画
が
着
手
さ
れ
た
。
ソ
ヴ
ェ
ト
一
億
数
千
万
の
勤
労
者
の
日
常
生
活
は
、
そ

の
熱
情
、
努
力
、
困
難
、
更
に
一
層
高
め
ら
れ
て
来
た
階
級
意
識
と
と
も
に
、
す
っ
か
り
変
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
ソ
ヴ
ェ
ト
文
学
は
、
も
う
一
遍
大
衆
に
、
き
び
し
く
見
な
お
さ
れ
た
。

　 

同 

伴 

者 

パ
プ
ツ
チ
キ

の
作
家
は
、
彼
ら
の
し
ゃ
れ
た
装
釘
の
本
で
何
を
書
い
て
い
る
か
？

　
構
成
派
の
作
家
た
ち
は
、
ハ
イ
カ
ラ
で
気
取
っ
た
文
章
で
、
何
を
い
お
う
と
し
て
い
る
か
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
、
社
会
主
義
社
会
へ
の
達
成
に
、
汗
と
血
を
惜
し
ま
ぬ
ソ
ヴ
ェ
ト
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
た
め
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に
ど
ん
な
価
値
を
も
っ
て
い
る
か
？

　 
同 
伴 

者 
パ
プ
ツ
チ
キ

に
比
べ
て
、
は
じ
め
技
術
が
不
足
し
て
い
た
ロ
シ
ア
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
（
ラ
ッ
プ
）

は
、
習
得
し
た
技
術
と
正
し
い
階
級
的
任
務
の
自
覚
に
よ
っ
て
、
一
九
三
〇
年
に
は
、
大
衆
の
支
持
の
も

と
に
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
芸
術
運
動
に
お
け
る
指
導
権
を
確
立
し
た
。

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
農
民
は
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
日
本
の
情
勢
に
応
じ
て
、
彼
ら
大
衆
の

清
掃
力
を
芸
術
活
動
の
上
へ
働
き
か
け
た
。
そ
れ
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
戦
線
の
統
一
強
化
と
し
て
今

度
の
「
文
戦
」
の
歴
史
的
任
務
の
終
結
、
「
ナ
ッ
プ
」
へ
の
よ
り
拡
大
さ
れ
た
左
翼
作
家
の
組
織
化
と
い

う
事
実
に
な
っ
て
現
れ
た
の
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
ナ
ッ
プ
」
　
　
全
日
本
無
産
者
芸
術
団
体
協
議
会
は
、
四
月
下
旬
か
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
に
各

同
盟
の
大
会
を
も
っ
た
。

　
五
月
二
十
四
日
に
は
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
第
三
回
全
国
大
会
が
、
築
地
小
劇
場
で
行
わ
れ
た
。

　
ち
ょ
う
ど
、
赤
字
穴
埋
め
策
と
し
て
立
て
た
政
府
の
官
吏
減
俸
案
に
反
対
し
全
国
的
官
吏
の
未
曾
有
の

示
威
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

「
文
戦
」
の
分
裂
が
あ
っ
て
か
ら
十
数
日
だ
。

　
日
本
の
社
会
一
般
は
歴
史
的
意
味
を
帯
び
た
情
勢
だ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
第
三
回
大
会
は
自
身
独
特

8文芸時評



の
歴
史
的
使
命
を
も
っ
て
い
た
。

　
ほ
か
で
も
な
い
。

　
間
接
に
は
、
「
文
戦
」
内
左
翼
作
家
の
発
展
的
前
進
、
「
文
戦
」
か
ら
の
分
離
の
動
因
と
も
な
っ
た
ハ

リ
コ
フ
会
議
、
一
九
三
〇
年
十
一
月
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
首
府
ハ
リ
コ
フ
で
行
わ
れ
た
国
際
革
命
文

学
書
記
局
第
二
回
世
界
大
会
の
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
関
す
る
決
議
が
、
こ
の
大
会
で
一
九

三
一
年
度
の
「
ナ
ッ
プ
」
活
動
方
針
に
具
体
的
に
討
議
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。

　
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
運
動
が
、
国
際
組
織
に
加
盟
す
る
た
め
に
必
要
な
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
大

衆
討
議
さ
れ
る
べ
き
、
画
史
的
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
。

　
い
よ
い
よ
五
月
二
十
四
日
に
な
っ
た
。

　
日
曜
日
だ
。

「
全
線
」
「
吼
え
ろ
、
支
那
！
」
な
ど
が
演
ぜ
ら
れ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
の
熱
烈
な
支
持
を
う
け
た
小
劇

場
の
舞
台
が
、
今
日
の
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
第
三
回
全
国
大
会
の
大
事
な
演
壇
で
あ
る
。

　
飾
り
っ
け
な
い
後
の
灰
色
の
壁
に
、
赤
い
「
ナ
ッ
プ
」
旗
が
張
ら
れ
て
い
る
。

　
　
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

　
　
│
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
第
三
回
全
国
大
会
万
歳
！
│
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└
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

　
赤
い
プ
ラ
カ
ー
ト
だ
。

　
右
手
の
粗
末
な
数
列
の
床
几
に
、
ド
タ
靴
の
委
員
た
ち
が
ゾ
ロ
リ
と
か
け
、
新
し
い
木
や
古
い
木
を
ブ

ッ
つ
け
た
台
の
上
へ
議
長
が
の
っ
て
い
る
。

　
　
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

　
　
│
文
学
運
動
の
基
礎
を
全
国
の
工
場
へ
！
　
農
村
へ
！
│

　
　
└
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

　
大
書
し
た
、
一
九
三
一
年
の
「
ナ
ッ
プ
」
指
導
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
み
ん
な
の
頭
の
上
か
ら
さ
が
っ
て
い

る
。

　
六
十
五
人
の
同
盟
員
と
三
百
人
近
い
傍
聴
者
と
は
、
ギ
ッ
シ
リ
観
客
席
を
埋
め
、
手
に
手
に
二
十
八
頁

の
議
事
録
を
ひ
ろ
げ
て
い
る
。

　
徳
永
直
が
、
例
の
二
つ
の
黒
い
鼻
の
穴
で
階
級
を
嗅
ぎ
分
け
る
と
い
う
よ
う
な
恰
好
で
、
熱
心
に
委
員

橋
本
英
吉
の
報
告
を
き
い
て
い
る
。
「
肩
を
聳
し
た
」
小
林
多
喜
二
が
い
る
。
煙
草
に
む
せ
て
苦
し
そ
う

に
背
中
を
丸
め
て
咳
き
な
が
ら
、
黒
島
伝
治
が
議
事
録
に
何
か
細
か
く
書
き
こ
ん
で
い
る
。
男
の
子
を
膝

の
上
に
抱
い
て
、
そ
の
子
の
頬
っ
ぺ
た
と
同
じ
赤
い
丸
い
頬
っ
ぺ
た
を
し
た
松
田
解
子
。
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火
み
た
い
な
速
口
で
、
活
溌
に
、
と
き
に
は
や
や
見
当
は
ず
れ
に
質
問
動
議
を
連
発
す
る
堀
田
昇
一
。

　
他
の
多
く
の
同
志
の
ほ
か
に
　
　
妙
な
者
が
会
場
に
混
っ
て
い
る
。
ス
パ
イ
と
警
官
だ
。

　
赤
い
布
を
か
け
た
机
に
向
っ
て
い
る
五
人
の
書
記
が
、
順
ぐ
り
出
て
、

「
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
第
三
回
大
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
！
」

と
声
を
張
り
あ
げ
、
情
熱
を
も
っ
て
、
各
友
誼
団
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
あ
げ
た
。
が
、
文
句
が

「
革
命
」
「
ハ
リ
コ
フ
」
と
い
う
市
の
名
、
「
共
産
主
義
的
」
又
は
「
ナ
ッ
プ
の
国
際
的
拡
大
」
と
い
う

言
葉
に
ふ
れ
よ
う
も
の
な
ら
、
忽
ち
、

　
中
止
！

だ
。

「
　
　
農
民
は
野
蕃
人
の
よ
う
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
」

　
中
止
！

　
交
代
し
た
書
記
の
一
人
が
朗
読
最
中
、
苦
し
ま
ぎ
れ
ト
ッ
サ
の
智
慧
で
「
我
々
は
バ
ツ
バ
ツ
主
義
の
」

と
い
う
や
い
わ
ぬ
に
、

　
中
止
！

　
こ
れ
は
、
み
ん
な
の
哄
笑
と
猛
烈
な
抗
議
的
拍
手
を
よ
び
起
し
た
。
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議
事
録
は
と
見
れ
ば
、
そ
も
そ
も
一
九
三
〇
年
度
の
作
家
同
盟
の
文
学
活
動
を
要
約
す
れ
ば
云
々
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
真
黒
に
塗
り
消
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
三
一
年
の
活
動
方
針
の
と
こ
ろ
で
は
、

「
そ
の
方
針
を
決
定
す
る
に
当
っ
て
、
根
本
的
な
条
件
を
な
す
も
の
と
し
て
」
以
下
、
真
黒
だ
。
爪
で
ひ

っ
掻
い
た
っ
て
、
墨
汁
を
ぬ
た
く
ら
れ
た
作
家
同
盟
の
活
動
を
決
定
す
る
根
本
的
な
条
件
な
る
も
の
は
、

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
墨
汁
の
下
に
何
が
抹
殺
さ
れ
た
の
か
？
　
「
ナ
ッ
プ
」
の
国
際
組
織
加
入
そ
の

他
ハ
リ
コ
フ
会
議
の
決
議
で
あ
る
。

　
官
憲
は
大
会
の
は
じ
め
っ
か
ら
終
り
ま
で
「
ハ
リ
コ
フ
」
と
い
う
四
字
を
、
そ
の
ほ
か
の
い
ろ
ん
な
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
運
動
の
階
級
性
を
示
す
言
葉
と
一
緒
に
タ
ブ
ー
に
し
た
。
断
然
い
わ
せ
な
か
っ
た
。

　
だ
が
、
大
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ト
ヨ
タ
マ
刑
務
所
の
内
か
ら
、
朝
鮮
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟

（
カ
ッ
プ
）
か
ら
送
ら
れ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
・
ナ
ッ
プ
支
局
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
来
た
。
ア

メ
リ
カ
の
革
命
的
芸
術
家
団
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
・
ク
ラ
ブ
は
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
に
同
志
の

挨
拶
を
送
っ
て
よ
こ
し
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
だ
っ
て
、
黙
っ
て
は
い
な
い
。
世
界
の
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
運
動
へ
の
激
励
と
、
ソ

ヴ
ェ
ト
の
守
り
を
主
張
し
て
い
る
。

　
大
会
の
議
題
と
議
事
録
か
ら
、
官
憲
は
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
の
国
際
的
同
盟
加
入
の
問
題
を
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墨
汁
の
雲
で
塗
り
か
く
し
た
。

　
で
も
、
こ
の
事
実
は
わ
れ
わ
れ
に
何
を
告
げ
る
だ
ろ
う
か
？
　
全
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
解
放
運
動
の
戦
線
強

化
に
つ
れ
て
、
そ
の
文
化
的
一
翼
で
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
運
動
は
、
今
日
も
う
実
質
的
に
国
際
化
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
だ
が
「
ナ
ッ
プ
」
は
、
第
三
回
全
国
大
会
に
各
国
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
う
け
と
っ
た
だ
け
で
安
閑
と

し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
官
憲
が
「
ナ
ッ
プ
」
の
国
際
的
同
盟
加
入
に
関
し
て
、
そ
の
討
議
さ
え
禁
止
し
た

事
実
は
、
そ
の
ま
ま
の
こ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
将
来
の
活
動
を
現
実
に
掣
肘
す
る
。

　
す
で
に
実
質
的
に
は
国
際
的
に
拡
大
し
て
い
る
「
ナ
ッ
プ
」
の
活
動
が
、
大
衆
の
力
に
よ
っ
て
国
際
的

に
組
織
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
程
度
ま
で
合
法
の
形
を
と
り
得
る
だ
ろ
う
か
？

　
官
憲
が
「
ナ
ッ
プ
」
に
し
か
け
た
わ
な
が
こ
こ
に
あ
る
。
世
界
の
階
級
闘
争
の
大
勢
が
ど
っ
ち
を
向
い

て
流
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
は
手
に
と
る
よ
う
に
明
ら
か
だ
。
こ
れ
ま
で
合
法
的
組
織
と
し
て
活
動
し
、
だ

ん
だ
ん
生
成
し
て
来
た
「
ナ
ッ
プ
」
を
、
そ
れ
が
国
際
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
結
び
つ
い
て
い

る
と
い
う
点
で
ひ
っ
か
け
、
挫
き
、
無
力
な
も
の
と
し
よ
う
と
す
る
こ
ん
た
ん
な
の
だ
。

「
　
　
議
長
！
　
緊
急
動
議
！
」

「
は
い
」
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「
さ
っ
き
朝
鮮
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
（
カ
ッ
プ
）
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
よ
ま
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

際
、
特
別
な
意
義
あ
る
『
カ
ッ
プ
』
に
対
し
、
わ
れ
わ
れ
は
大
会
の
名
に
お
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
」

「
た
だ
今
、
朝
鮮
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
へ
大
会
の
名
に
お
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
が
緊
急
動

議
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
で
す
か
？
」

「
異
議
ナ
シ
！
」

　
拍
手
。
拍
手
。
盛
な
拍
手
が
起
っ
た
。

「
異
議
ナ
シ
！
」

「
で
は
、
起
草
委
員
を
選
ん
で
そ
の
こ
と
に
当
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
選
出
方
法
は
」

「
議
長
一
任
！
」

　
大
会
は
、
朝
鮮
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
友
誼
団
体
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
起
草
を

も
決
議
し
た
。

　
討
議
は
正
味
八
時
間
余
ブ
ッ
通
し
て
行
わ
れ
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
は
第
三
回
大
会
で
、
内

容
的
に
、
一
歩
、
確
然
た
る
前
進
を
し
た
。
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一
九
三
〇
年
の
第
二
回
大
会
で
、
作
家
同
盟
は
「
文
学
の
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
化
」
を
決
議
し
た
。
そ
し
て
、

「
前
衛
の
目
を
も
っ
て
書
く
」
こ
と
を
目
標
と
し
て
や
っ
て
来
た
。

　
一
年
間
の
作
品
行
動
に
あ
ら
わ
れ
た
現
実
の
成
績
は
、
と
こ
ろ
で
、
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
か
？

「
ナ
ッ
プ
」
の
作
家
た
ち
は
、
確
に
生
活
的
に
一
つ
の
発
展
を
し
た
。
作
家
主
義
を
脱
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
大
衆
の
中
へ
！
　
と
い
う
作
家
た
ち
の
努
力
は
強
く
、
実
際
に
今
日
工
場
、
農
村
で
労
働
し
階
級
闘
争

し
て
い
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
、
農
民
と
何
か
の
形
で
接
触
を
も
た
な
い
作
家
は
な
く
な
っ
た
。

　
作
家
は
、
前
衛
的
大
衆
の
闘
争
を
、
生
き
た
題
材
と
し
て
捕
え
た
。
た
く
さ
ん
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
農
民

闘
争
は
、
す
ぐ
「
ナ
ッ
プ
」
の
作
家
の
書
く
作
品
に
盛
り
こ
ま
れ
た
。

　
さ
て
、
大
切
な
問
題
は
次
に
あ
る
。

　
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
で
は
ど
れ
も
実
に
い
き
い
き
と
し
た
芸
術
的
効
果
を
お
さ
め
て
い
た
だ
ろ
う
か
？

　
大
衆
は
、
作
品
の
中
に
ほ
ん
と
に
俺
た
ち
の
前
衛
を
丸
彫
り
に
見
出
し
た
か
？

　
公
平
に
批
判
し
て
、
そ
う
だ
と
は
い
え
な
い
。
変
で
は
な
い
か
。
作
品
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
ビ
ラ

一
枚
だ
っ
て
、
偽にせ
も
の
は
な
い
ん
だ
ぞ
。
み
ん
な
、
闘
争
の
現
場
か
ら
貪
慾
に
集
め
ら
れ
た
も
の
だ
。
ス

ト
ラ
イ
キ
の
発
端
、
過
程
、
こ
れ
に
も
、
こ
し
ら
え
た
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
だ
の
に
、
な
ぜ
書
か
れ
た
小
説
は
ど
れ
も
面
白
い
と
い
う
わ
け
に
行
か
ず
、
作
中
の
人
物
は
、
大
衆
か
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ら
「
ど
れ
で
も
同
じ
よ
う
だ
。
人
間
が
書
か
れ
て
い
な
い
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
の
か
。

　
第
三
回
大
会
は
、
こ
の
点
に
力
を
こ
め
て
自
己
批
判
し
た
。
理
由
に
は
勿
論
階
級
闘
争
の
激
化
に
つ
れ

て
加
わ
る
運
動
の
非
常
な
困
難
さ
が
あ
げ
ら
れ
た
。
一
九
三
〇
年
は
、
か
つ
て
労
農
党
華
や
か
な
り
し
頃

と
は
別
な
世
の
中
で
あ
る
。
大
衆
は
革
命
化
し
て
い
る
。
が
、
ほ
ん
と
に
質
の
よ
い
、
永
続
的
な
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
運
動
は
、
一
つ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
一
つ
の
農
民
闘
争
の
底
に
沈
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
本

体
を
把
握
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
官
憲
に
よ
っ
て
切
り
こ
ま
ざ
か
れ
る
運
動
を
全
線
の
展
望
か
ら
理
解
し
、
し

か
も
芸
術
品
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
は
、
異
常
に
む
ず
か
し
い
。

　
し
か
し
、
理
由
は
、
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
三
〇
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
文
学
の
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ

化
」
「
前
衛
の
目
を
も
っ
て
書
く
」
と
い
う
こ
と
を
、
や
や
機
械
的
に
、
平
っ
た
く
い
え
ば
、
小
説
の
種

を
ス
ト
ラ
イ
キ
や
農
民
闘
争
に
と
れ
ば
、
前
衛
的
だ
、
と
い
う
風
に
解
釈
し
た
誤
り
だ
。

　
芸
術
は
生
き
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で
は
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。

　
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
闘
争
の
形
の
主
な
一
つ
は
現
在
の
過
程
に
お
い
て
例
え
ば
ス
ト
ラ
イ
キ

だ
。
「
ナ
ッ
プ
」
の
作
家
は
そ
れ
を
芸
術
の
中
へ
と
ら
え
、
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
階
級
の
芸
術
と

し
て
そ
れ
は
、
当
然
で
あ
る
。
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
書
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
、
階
級
の
芸

術
と
し
て
直
ぐ
前
衛
的
だ
と
は
い
え
な
い
。
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そ
の
一
つ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
貫
い
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
叫
ん
で
い
る
こ
と
は
何
か
。
一
つ
の
叫

び
に
こ
だ
ま
す
る
全
階
級
の
声
。
そ
の
声
が
い
わ
ん
と
す
る
も
の
は
何
か
。
互
に
矛
盾
し
合
う
い
ろ
い
ろ

な
ス
ト
ラ
イ
キ
の
間
の
現
象
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
心
持
な
ど
を
徹
し
て
、
描
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
は
そ
れ
だ
。
主
題
で
あ
る
。
単
な
る
筋
書
で
は
な
い
。

　
つ
よ
い
、
熱
い
主
題
を
は
っ
き
り
掴
み
、
そ
れ
を
切
れ
ば
血
の
出
る
芸
術
品
に
す
る
た
め
に
は
、
作
家

が
、
一
人
や
二
人
の
前
衛
と
し
て
知
り
合
い
を
も
っ
て
い
て
話
を
き
く
と
い
う
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
更

に
更
に
た
た
か
い
つ
つ
あ
る
大
衆
、
た
た
か
い
を
欲
し
な
い
大
衆
の
内
部
へ
ず
っ
ぷ
り
つ
か
る
必
要
が
あ

る
。
「
前
衛
の
目
」
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
リ
ア
リ
ス
ト
の
目
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
九
三
一
年
の
「
ナ
ッ
プ
」
方
針
書
は
、
明
か
に
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
階
級

的
任
務
を
一
段
発
展
し
た
形
で
示
し
て
い
る
。

　
一
九
三
〇
年
に
据
え
ら
れ
た
基
本
的
な
正
し
い
前
衛
作
家
と
し
て
の
線
を
、
具
体
的
に
活
か
す
た
め
に
、

作
家
は
、
次
第
に
水
準
を
高
め
て
来
た
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
農
民
の
文
化
的
自
発
性
に
、
熱
心
な
注

意
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
大
衆
の
中
か
ら
の
労
農
通
信
員
こ
そ
、
新
し
い
文
化
芸
術
創
造
の
階
級
的
萌
芽
で
あ
る
。
彼
ら
の
中
か

ら
、
そ
ろ
そ
ろ
現
れ
て
来
は
じ
め
た
若
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
こ
そ
、
存
在
そ
の
も
の
の
本
質
に
お
い
て
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す
で
に
前
衛
的
要
求
を
も
っ
て
い
る
。

　
作
家
同
盟
は
、
労
農
通
信
員
を
組
織
し
、
そ
の
文
化
的
自
発
性
を
助
け
、
同
時
に
、
彼
ら
と
大
衆
と
の

う
ち
に
あ
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
リ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
の
発
育
を
遂
げ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
た
め
に
万
歳
！
　
を
叫
ん
で
い
い
こ
と
な
の
だ
。

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
正
当
な
発
達
は
、
と
ど
の
つ
ま
り
全
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
階
級
的
自
発
性
の
発
達

で
し
か
な
い
。
闘
争
を
く
ぐ
り
、
文
化
戦
線
に
お
い
て
も
、
た
だ
受
け
身
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
消
費
者

で
は
な
く
な
り
か
け
て
来
た
ほ
ど
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
力
は
、
高
ま
っ
た
。
芸
術
を
生
産
す
る
も

の
が
、
芸
術
の
生
産
者
が
生
れ
は
じ
め
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
作
家
は
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
実
生
活
の
中
か
ら
題
材
を
と
っ
て
来
た
。
そ
れ
を

こ
っ
ち
で
作
品
に
ま
と
め
て
、
再
び
そ
れ
を
大
衆
の
中
へ
逆
輸
入
し
て
い
た
。
い
わ
ば
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸

術
の
植
民
地
関
係
だ
っ
た
。
一
九
三
一
年
の
「
ナ
ッ
プ
」
の
方
針
が
実
現
さ
れ
た
時
、
こ
の
初
期
的
な
現

象
は
、
最
も
健
康
な
脱
皮
で
清
算
さ
れ
る
わ
け
だ
。

　
労
農
通
信
員
を
含
む
大
衆
は
、
ど
こ
に
い
る
か
。
工
場
に
い
る
。
農
村
に
い
る
。
再
び
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
。

　
　
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

　
　
│
文
学
運
動
の
基
礎
を
全
国
の
工
場
へ
！
　
農
村
へ
！
│
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└
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

　
闘
争
の
現
実
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
関
心
を
呼
ん
で
い
る
農
民
文
学
の
課
題
。
植
民
地
、
移
民
地
に

お
け
る
芸
術
運
動
の
問
題
。
こ
う
い
う
重
大
な
、
根
づ
よ
い
活
動
と
明
確
な
世
界
観
を
必
要
と
す
る
課
題

は
、
全
体
の
芸
術
運
動
の
根
が
し
っ
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
生
産
の
場
所
に
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
の
中
へ

張
っ
て
は
じ
め
て
、
階
級
的
に
、
生
き
生
き
し
た
綜
合
力
で
芸
術
化
さ
れ
て
来
る
に
違
い
な
い
。

　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
解
放
運
動
の
道
は
ジ
ク
ザ
ク
だ
。
ぴ
っ
た
り
そ
の
線
に
沿
っ
て
ゆ
く
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸

術
運
動
の
道
も
ジ
ク
ザ
ク
だ
。
外
に
あ
り
よ
う
な
い
。
困
難
な
歴
史
的
使
命
を
は
た
し
て
ゆ
く
う
ち
に
、

誤
謬
が
な
い
と
は
決
し
て
い
え
な
い
。

　
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
作
家
に
と
っ
て
、
大
事
な
の
は
一
つ
の
誤
謬
を
も
犯
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

犯
し
た
誤
謬
を
、
率
直
に
認
め
、
失
敗
の
原
因
を
根
こ
そ
ぎ
詮
索
し
て
、
そ
の
経
験
を
あ
ら
い
ざ
ら
い
次

の
運
動
の
中
で
発
達
の
た
め
の
こ
や
し
に
す
る
こ
と
だ
。

　
六
月
の
『
中
央
公
論
』
に
長
谷
川
如
是
閑
が
文
芸
時
評
を
書
い
て
い
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
つ
い

て
の
意
見
の
中
で
、
取
材
、
形
式
の
固
定
化
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
生
活
が

す
す
む
に
つ
れ
、
そ
の
芸
術
的
空
想
の
局
限
が
見
え
て
来
る
よ
う
だ
」
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
政
治
小
説
か
ら

出
て
、
モ
ッ
ト
ほ
か
の
と
こ
ろ
へ
種
さ
が
し
に
ゆ
け
と
勧
告
し
て
く
れ
て
い
る
。
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大
体
そ
の
時
評
は
、
妙
な
も
の
だ
っ
た
。
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
立
場
で
書
か
れ
て
い
る
わ
け
な
の
だ
ろ
う

が
、
敗
北
主
義
で
、
政
治
と
文
学
と
の
見
解
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア
の 

宿  

痾 

し
ゅ
く
あ

、
二
元

論
だ
。

　
し
か
し
、
言
及
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
取
材
、
様
式
の
固
定
化
と
い
う
批
判
は
、
そ
の
ま

ま
と
り
あ
げ
よ
う
。

　
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
で
は
そ
の
解
釈
と
、
発
展
を
求
め
て
ゆ
く
道
の
発
見
の
し
か
た
が
、

筆
者
と
は
ま
る
で
違
う
。
ま
る
で
反
対
で
あ
る
。

　
大
会
は
、
作
品
が
固
定
化
し
た
理
由
を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
各
人
の
日
常
が
、
ま
だ
大
衆
の
う
ち
に

入
り
切
っ
て
な
い
か
ら
だ
、
大
衆
の
現
実
が
作
者
の
現
実
と
な
り
き
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。

　
空
想
の
欠
如
で
は
な
い
。
現
実
の
欠
如
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
欠
点
を
清
算
す
る
た
め
に
、
「
ナ
ッ
プ
」
の
作
家
は
、
土﹅
地﹅
を﹅
か﹅
え﹅
よ﹅
う﹅
と
は
し
な
い
。

そ
こ
か
ら
逃
げ
出
そ
う
と
は
考
え
な
い
。
な
お
一
層
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
農
民
大
衆
の
現
実
の
中
へ
中
へ
と
、

正
し
く
踏
み
出
し
た
去
年
の
道
を
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
で
、
克
服
し
よ
う
と
す
る
意
志
を
も
っ
て
い
る
。

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
当
面
す
る
課
題
が
、
文
学
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
の
当
面
す
る
課
題
を
文
学
の
内
容
と
し
て
具
体
化
す
る
こ
と
、
即
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
主
題
と
し
て
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生
き
生
き
と
生
か
す
こ
と
で
あ
る
。

　
階
級
闘
争
の
現
実
の
正
し
い
把
握
と
、
そ
の
表
現
と
の
中
に
生
か
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
過
去
の

わ
れ
わ
れ
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
機
械
的
理
解
す
ら
生
じ
た
多
く
の
誤
謬
を
実
践
的
に
清
算
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
我
々
の
こ
の
任
務
を
深
め
つ
つ
は
た
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
作
品
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
確
立
へ
の
道
で
あ
る
」
（
一
九
三
一
年
度
に
お
け
る
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同

盟
の
活
動
方
針
書
の
中
か
ら
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
九
三
一
年
七
月
〕
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